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介護予防・日常生活支援総合事業に係る大村市条例と指定要領対応表（一部抜粋）

大村市条例…大村市介護予防・日常生活支援総合事業に係る事業者の指定に関する基準等を定める条例

（平成２７年３月２３日条例第６号）

指 定 要 領…大村市指定訪問サービス及び指定通所サービスの基準等に関する要領

（平成３０年３月３０日福祉保健部長決裁）

大村市条例 指定要領

第１章 総則

第１条・第２条 略

第２章 実施事業

第３条 略

（指定第１号事業の一般原則）

第３条の２ 略

２ 略

３ 指定第１号事業者は、利用者の人権の擁護、

虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行う

とともに、その従業者に対し、研修を実施する

等の措置を講じなければならない。

４ 略

第３章 生きがい対応型訪問サービスの人員、

設備及び運営に関する基準

第４条～第２３条 略

第１・第２ 略

第３ 指定訪問サービス

１・２ 略

３ 運営に関する基準

(1)～(15) 略
（運営規程）

第２４条 生きがい対応型訪問サービス事業者

は、生きがい対応型訪問サービス事業所ごとに、

次に掲げる事業の運営についての重要事項に関

する規程を定めておかなければならない。

(1)～(6) 略

(7) 虐待の防止のための措置に関する事項

(8) 略

第２５条・第２６条 略

(16) 運営規程

条例第２４条は、指定訪問サービスの事業の適正

な運営及び利用者に対する適切な指定訪問サービ

スの提供を確保するため、同条第１号から第８号ま

でに掲げる事項を内容とする規程を定めることを

指定訪問サービス事業所ごとに義務づけたもので

あるが、特に次の点に留意するものとする。なお、

同一事業者が同一敷地内にある事業所において、複

数のサービス種類について事業者指定を受け、それ

らの事業を一体的に行う場合においては、運営規程

を一体的に作成することも差し支えない（この点に

ついては他のサービス種類についても同様とす

る。）。

①～④ 略

⑤ 虐待の防止のための措置に関する事項（第７

号）

(25)の２の虐待の防止に係る、組織内の体制（責
任者の選定、従業者への研修方法や研修計画等）

や虐待又は虐待が疑われる事案（以下「虐待等」

という。）が発生した場合の対応方法等を指す内

容であること（以下、他のサービス種類について

も同趣旨。）。

(17)・(18) 略

※第３条の２第３項≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間、

「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」

※第２４条≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間①②

①「、次に」→「、虐待の防止のための措置に関する事

項に関する規程を定めておくよう努めるとともに、次に」

②「重要事項」→「重要事項（虐待の防止のための措置

に関する事項を除く。）」
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（業務継続計画の策定等）

第２６条の２ 生きがい対応型訪問サービス事業

者は、感染症や非常災害の発生時において、利

用者に対する生きがい対応型訪問サービスの提

供を継続的に実施するための、及び非常時の体

制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業

務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続

計画に従い必要な措置を講じなければならな

い。

２ 生きがい対応型訪問サービス事業者は、訪問

介護員等に対し、業務継続計画について周知す

るとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実

施しなければならない。

３ 生きがい対応型訪問サービス事業者は、定期

的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じ

て業務継続計画の変更を行うものとする。

(18)の２ 業務継続計画の策定等

① 条例第２６条の２は、指定訪問サービス事業者

は、感染症や災害が発生した場合にあっても、利

用者が継続して指定訪問サービスの提供を受け

られるよう、指定訪問サービスの提供を継続的に

実施するための、及び非常時の体制で早期の業務

再開を図るための計画（以下「業務継続計画」と

いう。）を策定するとともに、当該業務継続計画

に従い、従業者（登録訪問介護員等も含む）に対

して、必要な研修及び訓練（シミュレーション）

を実施しなければならないこととしたものであ

る。なお、業務継続計画の策定、研修及び訓練の

実施については、他のサービス事業者との連携等

により行うことも差し支えない。また、感染症や

災害が発生した場合には、従業者が連携し取り組

むことが求められることから、研修及び訓練の実

施にあたっては、全ての従業者が参加できるよう

にすることが望ましい。

なお、業務継続計画の策定等に係る義務づけの

適応に当たっては、３年間の経過措置を設けてお

り、令和６年３月３１日までの間は、努力義務と

されている。

② 業務継続計画には、以下の項目等を記載するこ

と。なお、各項目の記載内容については、「介護

施設・事業所における新型コロナウイルス感染症

発生時の業務継続ガイドライン」及び「介護施

設・事業所における自然災害発生時の業務継続ガ

イドライン」を参照されたい。また、想定される

災害等は地域によって異なるものであることか

ら、項目については実態に応じて設定すること。

なお、感染症及び災害の業務継続計画を一体的に

策定することを妨げるものではない。

ア 感染症に係る業務継続計画

(ｱ) 平時からの備え（体制構築・整備、感染

症防止に向けた取組の実施、備蓄品の確保

等）

(ｲ) 初動対応

(ｳ) 感染拡大防止体制の確立（保健所との連

携、濃厚接触者への対応、関係者との情報

共有等）

イ 災害に係る業務継続計画

(ｱ) 平常時の対応（建物・設備の安全対策、

電気・水道等のライフラインが停止した場合

の対策、必要品の備蓄等）

(ｲ) 緊急時の対応（業務継続計画発動基準、

対応体制等）

(ｳ) 他施設及び地域との連携

③ 研修の内容は、感染症及び災害に係る業務継続

計画の具体的内容を職員間に共有するとともに、

平常時の対応の必要性や、緊急時の対応にかかる

理解の励行を行うものとする。

職員教育を組織的に浸透させていくために、定

※第２６条の２≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間①②③

①「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」

②「実施しなければ」→「実施するよう努めなければ」

③「行うものとする」→「行うよう努めるものとする」
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期的（年１回以上）な教育を実施するとともに、

新規採用時には別に研修を実施することが望ま

しい。また、研修の実施内容についても記録する

こと。なお、感染症の業務継続計画に係る研修に

ついては、感染症の予防及びまん延の防止のため

の研修と一体的に実施することも差し支えない。

④ 訓練（シミュレーション）においては、感染症

や災害が発生した場合において迅速に行動でき

るよう、業務継続計画に基づき、事業所内の役割

分担の確認、感染症や災害が発生した場合に実践

するケアの演習等を定期的（年１回以上）に実施

するものとする。なお、感染症の業務継続計画に

係る訓練については、感染症の予防及びまん延の

防止のための訓練と一体的に実施することも差

し支えない。

訓練の実施は、机上を含めその実施手法は問わ

ないものの、机上及び実地で実施するものを適切

に組み合わせながら実施することが適切である。

（衛生管理等）

第２７条 略

２ 略

３ 生きがい対応型訪問サービス事業者は、当該

生きがい対応型訪問サービス事業所において感

染症が発生し、又はまん延しないように、次に

掲げる措置を講じなければならない。

(1) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おける感染症の予防及びまん延の防止のため

の対策を検討する委員会（テレビ電話装置その

他の情報通信機器（以下「テレビ電話装置等」

という。）を活用して行うことができるものと

する。）をおおむね６月に１回以上開催すると

ともに、その結果について、訪問介護員等に周

知徹底を図ること。

(2) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おける感染症の予防及びまん延の防止のため

の指針を整備すること。

(3) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おいて、訪問介護員等に対し、感染症の予防及

びまん延の防止のための研修及び訓練を定期

的に実施すること。

(19) 衛生管理等

① 略

② 同条第２７条第３項に規定する感染症が発生

し、又はまん延しないように講ずるべき措置につ

いては、具体的には次のアからウまでの取扱いと

すること。各事項について、同条に基づき事業所

に実施が求められるものであるが、他のサービス

事業者との連携等により行うことも差し支えな

い。

なお、感染症の予防及びまん延の防止のための

措置に係る義務付けの適用に当たっては、３年間

の経過措置を設けており、令和６年３月３１日ま

での間は、努力義務とされている。

ア 感染症の予防及びまん延の防止のための対

策を検討する委員会

当該事業所における感染症の予防及びまん

延の防止のための対策を検討する委員会（以下

「感染対策委員会」という。）であり、感染対

策の知識を有する者を含む、幅広い職種により

構成することが望ましく、特に、感染症対策の

知識を有する者については外部の者も含め積

極的に参画を得ることが望ましい。構成メンバ

ーの責任及び役割分担を明確にするとともに、

専任の感染対策を担当する者（以下「感染対策

担当者」という。）を決めておくことが必要で

ある。感染対策委員会は、利用者の状況など事

業所の状況に応じ、おおむね６月に１回以上、

定期的に開催するとともに、感染症が流行する

時期等を勘案して必要に応じ随時開催する必

要がある。

感染対策委員会は、テレビ電話装置等（リア

ルタイムでの画像を介したコミュニケーショ

ンが可能な機器をいう）を活用して行うことが

できるものとする。この際、個人情報保護委員

※第２７条≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間、

「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」
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会・厚生労働省「医療・介護関係事業者におけ

る個人情報の適切な取扱いのためのガイダン

ス」、厚生労働省「医療情報システムの安全管

理に関するガイドライン」等を遵守すること。

なお、感染対策委員会は、他の会議体を設置

している場合、これと一体的に設置・運営する

こととして差し支えない。また、事業所に実施

が求められるものであるが、他のサービス事業

者との連携等により行うことも差し支えない。

イ 感染症の予防及びまん延の防止のための指

針

当該事業所における「感染症の予防及びまん

延の防止のための指針」には、平常時の対策及

び発生時の対応を規定する。

平常時の対策としては、事業所内の衛生管理

（環境の整備等）、ケアにかかる感染対策（手

洗い、標準的な予防策）等、発生時の対応とし

ては、発生状況の把握、感染拡大の防止、医療

機関や保健所、市における事業所関係課等の関

係機関との連携、行政等への報告等が想定され

る。また、発生時における事業所内の連絡体制

や上記の関係機関への連絡体制を整備し、明記

しておくことも必要である。

なお、それぞれの項目の記載内容の例につい

ては、「介護現場における感染対策の手引き」

を参照されたい。

ウ 感染症の予防及びまん延の防止のための研

修及び訓練

従業者に対する「感染症の予防及びまん延の

防止のための研修」の内容は、感染対策の基礎

的内容等の適切な知識を普及・啓発するととも

に、当該事業所における指針に基づいた衛生管

理の徹底や衛生的なケアの励行を行うものと

する。

職員教育を組織的に浸透させていくために

は、当該事業所が定期的な教育（年１回以上）

を実施するとともに、新規採用時には感染対策

研修を実施することが望ましい。また、研修の

実施内容についても記録することが必要であ

る。

なお、研修の実施は、厚生労働省「介護施設・

事業所の職員向け感染症対策力向上のための

研修教材」等を活用するなど、事業所内で行う

ものでも差し支えなく、当該事業所の実態に応

じ行うこと。また、平時から、実際に感染症が

発生した場合を想定し、発生時の対応につい

て、訓練（シミュレーション）を定期的（年１

回以上）に行うことが必要である。訓練におい

ては、感染症発生時において迅速に行動できる

よう、発生時の対応を定めた指針及び研修内容

に基づき、事業所内の役割分担の確認や、感染

対策をした上でのケアの演習などを実施する
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第２８条～第３４条 略

ものとする。

なお、訓練の実施は、机上を含めてその実施

手法は問わないものの、机上及び実地で実施す

るものを適切に組み合わせながら実施するこ

とが適切である。

(20)～(25) 略

（虐待の防止）

第３４条の２ 生きがい対応型訪問サービス事業

者は、虐待の発生又はその再発を防止するため、

次に掲げる措置を講じなければならない。

(1) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おける虐待の防止のための対策を検討する委員

会（テレビ電話装置等を活用して行うことがで

きるものとする。）を定期的に開催するととも

に、その結果について、訪問介護員等に周知徹

底を図ること。

(2) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おける虐待の防止のための指針を整備するこ

と。

(3) 当該生きがい対応型訪問サービス事業所に

おいて、訪問介護員等に対し、虐待の防止のた

めの研修を定期的に実施すること。

(4) 前３号に掲げる措置を適切に実施するため

の担当者を置くこと。

(25)の２ 虐待の防止

条例第３４条の２は、虐待の防止に関して規定し

たものである。虐待は、介護保険法の目的の一つで

ある高齢者の尊厳の保持や、高齢者の人格の尊重に

深刻な影響を及ぼす可能性が極めて高く、指定訪問

サービス事業者は虐待の防止のために必要な措置

を講じなければならない。虐待を未然に防止するた

めの対策及び発生した場合の対応等については、

「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援

等に関する法律」（平成１７年法律第１２４号。以

下「高齢者虐待防止法」という。）に規定されてい

るところであり、その実効性を高め、利用者の尊厳

の保持・人格の尊重が達成されるよう、次に掲げる

観点から事業所における虐待の防止に関する措置

を講じるものとする。

・虐待の未然防止

指定訪問サービス事業者は高齢者の尊厳保

持・人格尊重に対する配慮を常に心がけながら

サービス提供にあたる必要があり、研修等を通

じて、従業者にそれらに関する理解を促す必要

がある。同様に、従業者が高齢者虐待防止法等

に規定する養介護事業の従業者としての責

務・適切な対応等を正しく理解していることも

重要である。

・虐待等の早期発見

指定訪問サービス事業所の従業者は、虐待等又

はセルフ・ネグレクト等の虐待に準ずる事案を

発見しやすい立場にあることから、虐待等を早

期に発見できるよう、必要な措置（虐待等に対

する相談体制、市の通報窓口の周知等）が取ら

れていることが望ましい。また、利用者及びそ

の家族からの虐待等に係る相談、利用者から市

への虐待の届出について、適切な対応をするこ

と。

・虐待等への迅速かつ適切な対応

虐待が発生した場合には、速やかに市の窓口に

通報される必要があり、指定訪問サービス事業

者は当該通報の手続が迅速かつ適切に行われ、

市等が行う虐待等に対する調査等に協力する

よう努めることとする。

以上の観点を踏まえ、虐待等の防止・早期発見

に加え、虐待等が発生した場合はその再発を確

実に防止するために次に掲げる事項を実施す

るものとする。

なお、当該義務付けの適用に当たっては、３

年間の経過措置を設けており、令和６年３月３

※第３４条の２≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間、

「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」
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１日までの間は、努力義務とされている。

① 虐待の防止のための対策を検討する委員会（第

１号）

「虐待の防止のための対策を検討する委員会」

（以下「虐待防止検討委員会」という。）は、虐

待等の発生の防止・早期発見に加え、虐待等が発

生した場合はその再発を確実に防止するための

対策を検討する委員会であり、管理者を含む幅広

い職種で構成する。構成メンバーの責務及び役割

分担を明確にするとともに、定期的に開催するこ

とが必要である。また、虐待防止の専門家を委員

として積極的に活用することが望ましい。

一方、虐待等の事案については、虐待等に係る

諸般の事情が、複雑かつ機微なものであることが

想定されるため、その性質上、一概に従業者に共

有されるべき情報であるとは限らず、個別の状況

に応じて慎重に対応することが重要である。

なお、虐待防止検討委員会は、他の会議体を設

置している場合、これと一体的に設置・運営する

こととして差し支えない。また、事業所に実施が

求められるものであるが、他のサービス事業者と

の連携等により行うことも差し支えない。

また、虐待防止検討委員会は、テレビ電話装置

等を活用して行うことができるものとする。この

際、個人情報保護委員会・厚生労働省「医療・介

護関係事業者における個人情報の適切な取扱い

のためのガイダンス」、厚生労働省「医療情報シ

ステムの安全管理に関するガイドライン」等を遵

守すること。

虐待防止検討委員会は、具体的には、次のよう

な事項について検討することとする。その際、そ

こで得た結果（事業所における虐待に対する体

制、虐待等の再発防止策等）は、従業者に周知徹

底を図る必要がある。

ア 虐待防止検討委員会その他事業所内の組織

に関すること

イ 虐待の防止のための指針の整備に関するこ

と

ウ 虐待の防止のための職員研修の内容に関す

ること

エ 虐待等について、従業者が相談・報告できる

体制整備に関すること

オ 従業者が高齢者虐待を把握した場合に、市へ

の通報が迅速かつ適切に行われるための方法

に関すること

カ 虐待等が発生した場合、その発生原因等の分

析から得られる再発の確実な防止策に関する

こと

キ 前号の再発の防止策を講じた際に、その効果

についての評価に関すること

② 虐待の防止のための指針(第２号)
指定訪問サービス事業者が整備する「虐待の防
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第３５条～第３６条の３ 略

止のための指針」には、次のような項目を盛り込

むこととする。

ア 事業所における虐待の防止に関する基本的

考え方

イ 虐待防止検討委員会その他事業所内の組織

に関する事項

ウ 虐待の防止のための職員研修に関する基本

方針

エ 虐待等が発生した場合の対応方法に関する

基本方針

オ 虐待等が発生した場合の相談・報告体制に関

する事項

カ 成年後見制度の利用支援に関する事項

キ 虐待等に係る苦情解決方法に関する事項

ク 利用者等に対する当該指針の閲覧に関する

事項

ケ その他虐待の防止の推進のために必要な事

項

③ 虐待の防止のための従業者に対する研修（第３

号）

従業者に対する虐待の防止のための研修の内

容としては、虐待等の防止に関する基礎的内容等

の適切な知識を普及・啓発するものであるととも

に、当該指定訪問サービス事業所における指針に

基づき、虐待の防止の徹底を行うものとする。

職員教育を組織的に徹底させていくためには、

当該指定訪問サービス事業者が指針に基づいた

研修プログラムを作成し、定期的な研修（年１回

以上）を実施するとともに、新規採用時には必ず

虐待の防止のための研修を実施することが重要

である。

また、研修の実施内容についても記録すること

が必要である。研修の実施は、事業所内での研修

で差し支えない。

④ 虐待の防止に関する措置を適切に実施するた

めの担当者（第４号）

指定訪問サービス事業所における虐待を防止

するための体制として、①から③までに掲げる措

置を適切に実施するため、専任の担当者を置くこ

とが必要である。当該担当者としては、虐待防止

検討委員会の責任者と同一の従業者が務めるこ

とが望ましい。

(26) 略

第４章 軽度生活支援員派遣サービスの人員、

設備及び運営に関する基準

第３７条～第４０条 略

（準用）

第４１条 第７条から第２２条まで、第２４条及

び第２６条から第３６条までの規定は、軽度生

活支援員派遣サービスの事業について準用す

る。この場合において、第７条第１項、第１７

条、第２０条、第２２条、第２６条、第２６条
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の２第２項、第２７条第１項及び第３項、第２

８条第１項並びに第３４条の２中「訪問介護員

等」とあるのは「軽度生活支援員」と読み替え

るものとする。

第５章 生きがい対応型通所サービスの人員、

設備及び運営に関する基準

第４２条～第４５条 略

（運営規程）

第４６条 生きがい対応型通所サービス事業者は、

生きがい対応型通所サービス事業所ごとに、次

に掲げる事業の運営についての重要事項に関す

る規程を定めておかなければならない。

(1)～(9) 略

(10) 虐待の防止のための措置に関する事項

(11) 略

第４ 指定通所サービス

１・２ 略

３ 運営に関する基準

(1)・(2) 略

(3) 運営規程
条例第４６条は、指定通所サービスの事業の適

正な運営及び利用者に対する適切な指定通所サ

ービスの提供を確保するため、同条第１号から第

１１号までに掲げる事項を内容とする規程を定

めることを指定通所サービス事業所ごとに義務

づけたものであるが、特に次の点に留意するもの

とする。

①～⑤ 略

（勤務体制の確保等）

第４７条 略

２ 略

３ 生きがい対応型通所サービス事業者は、生き

がい対応型通所サービス従業者の資質の向上の

ために、その研修の機会を確保しなければなら

ない。その際、当該生きがい対応型通所サービ

ス事業者は、全ての生きがい対応型通所サービ

ス従業者（看護師、准看護師、介護福祉士、介

護支援専門員、法第８条第２項に規定する政令

で定める者等の資格を有する者その他これに類

する者を除く。）に対し、認知症介護に係る基礎

的な研修を受講させるために必要な措置を講じ

なければならない。

４ 略

(4) 勤務体制の確保等

条例第４７条は、利用者に対する適切な指定通

所サービスの提供を確保するため、職員の勤務体

制等について規定したものであるが、このほか次

の点に留意するものとする。

①・② 略

③ 同条第３項は、指定通所サービス事業者に、介

護に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資

格を有さない者について、認知症介護基礎研修を

受講させるために必要な措置を講じることを義

務づけることとしたものであり、これは、介護に

関わる全ての者の認知症対応力を向上させ、認知

症についての理解の下、本人主体の介護を行い、

認知症の人の尊厳の保障を実現していく観点か

ら実施するものであること。

当該義務付けの対象とならない者は、各資格の

カリキュラム等において、認知症介護に関する基

礎的な知識及び技術を習得している者とするこ

ととし、具体的には、同条において規定されてい

る看護師、准看護師、介護福祉士、介護支援専門

員、実務者研修修了者、介護職員初任者研修修了

者、生活援助従事者研修修了者に加え、介護職員

基礎研修課程又は訪問介護員養成研修一級課

程・二級課程修了者、社会福祉士、医師、歯科医

師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士、精神保健福祉士、管理栄養士、栄養士、あん

摩マッサージ師、はり師、きゅう師等とする。

また、当該義務付けの適用に当たっては、３年

間の経過措置を設けており、令和６年３月３１日

までの間は、努力義務とされている。指定通所サ

ービス事業者は、令和６年３月３１日までに医

※第４７条第３項≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間、

「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」

※「虐待の防止のための措置に関する事項」につい

ては、第３の３(16)⑤を参照すること。
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第４８条・第４９条 略

療・福祉関係資格を有さない全ての従業者に対し

認知症介護基礎研修を受講させるための必要な

措置を講じなければならない。また、新卒採用、

中途採用を問わず、事業所が新たに採用した従業

者（医療・福祉関係資格を有さない者に限る。）

に対する当該義務付けの適用については、採用後

１年間の猶予期間を設けることとし、採用後１年

を経過するまでに認知症介護基礎研修を受講さ

せることとする（この場合についても、令和６年

３月３１日までは努力義務で差し支えない）。

④ 略

(4)の２ 略

（衛生管理等）

第５０条 略

２ 生きがい対応型通所サービス事業者は、当該

生きがい対応型通所サービス事業所において感

染症が発生し、又はまん延しないように、次に

掲げる措置を講じなければならない。

(1) 当該生きがい対応型通所サービス事業所

における感染症の予防及びまん延の防止の

ための対策を検討する委員会（テレビ電話装

置等を活用して行うことができるものとす

る。）をおおむね６月に１回以上開催すると

ともに、その結果について、生きがい対応型

通所サービス従業者に周知徹底を図ること。

(2) 当該生きがい対応型通所サービス事業所に

おける感染症の予防及びまん延の防止のた

めの指針を整備すること。

(3) 当該生きがい対応型通所サービス事業所に

おいて、生きがい対応型通所サービス従業者

に対し、感染症の予防及びまん延の防止のた

めの研修及び訓練を定期的に実施すること。

(6) 衛生管理等

① 略

② 同条第２項に規定する感染症が発生し、又はま

ん延しないように講ずるべき措置については、具

体的には次のアからウまでの取扱いとすること。

各事項について、同項に基づき事業所に実施が求

められるものであるが、他のサービス事業者との

連携等により行うことも差し支えない。

なお、当該義務付けの適用に当たっては、令和

３年改正条例附則第４条において、３年間の経過

措置を設けており、令和６年３月３１日までの間

は、努力義務とされている。

ア 感染症の予防及びまん延の防止のための対

策を検討する委員会

当該事業所における感染対策委員会であり、

感染対策の知識を有する者を含む、幅広い職種

により構成することが望ましく、特に、感染症

対策の知識を有する者については外部の者も

含め積極的に参画を得ることが望ましい。構成

メンバーの責任及び役割分担を明確にすると

ともに、感染対策担当者を決めておくことが必

要である。感染対策委員会は、利用者の状況な

ど事業所の状況に応じ、おおむね６月に１回以

上、定期的に開催するとともに、感染症が流行

する時期等を勘案して必要に応じ随時開催す

る必要がある。

感染対策委員会は、テレビ電話装置等を活用

して行うことができるものとする。この際、個

人情報保護委員会・厚生労働省「医療・介護関

係事業者における個人情報の適切な取扱いの

ためのガイダンス」、厚生労働省「医療情報シ

ステムの安全管理に関するガイドライン」等を

遵守すること。

なお、感染対策委員会は、他の会議体を設置

している場合、これと一体的に設置・運営する

こととして差し支えない。また、事業所に実施

が求められるものであるが、他のサービス事業

者との連携等により行うことも差し支えない。

イ 感染症の予防及びまん延の防止のための指

針

※第５０条≪経過措置≫

令和６年３月３１日までの間、

「講じなければ」→「講ずるよう努めなければ」
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第５０条の２～第５３条 略

当該事業所における「感染症の予防及びまん

延の防止のための指針」には、平常時の対策及

び発生時の対応を規定する。

平常時の対策としては、事業所内の衛生管理

（環境の整備等）、ケアにかかる感染対策（手

洗い、標準的な予防策）等、発生時の対応とし

ては、発生状況の把握、感染拡大の防止、医療

機関や保健所、市における事業所関係課等の関

係機関との連携、行政等への報告等が想定され

る。また、発生時における事業所内の連絡体制

や上記の関係機関への連絡体制を整備し、明記

しておくことも必要である。

なお、それぞれの項目の記載内容の例につい

ては、「介護現場における感染対策の手引き」

を参照されたい。

ウ 感染症の予防及びまん延の防止のための研

修及び訓練

指定通所サービス従業者に対する「感染症の

予防及びまん延の防止のための研修」の内容

は、感染対策の基礎的内容等の適切な知識を普

及・啓発するとともに、当該事業所における指

針に基づいた衛生管理の徹底や衛生的なケア

の励行を行うものとする。

職員教育を組織的に浸透させていくために

は、当該事業所が定期的な教育（年１回以上）

を開催するとともに、新規採用時には感染対策

研修を実施することが望ましい。また、研修の

実施内容についても記録することが必要であ

る。

なお、研修の実施は、厚生労働省「介護施設・

事業所の職員向け感染症対策力向上のための

研修教材」等を活用するなど、事業所内で行う

ものでも差し支えなく、当該事業所の実態に応

じ行うこと。

また、平時から、実際に感染症が発生した場

合を想定し、発生時の対応について、訓練（シ

ミュレーション）を定期的（年１回以上）に行

うことが必要である。訓練においては、感染症

発生時において迅速に行動できるよう、発生時

の対応を定めた指針及び研修内容に基づき、事

業所内の役割分担の確認や、感染対策をした上

でのケアの演習などを実施するものとする。

訓練の実施は、机上を含めその実施手法は問

わないものの、机上及び実地で実施するものを

適切に組み合わせながら実施することが適切

である。

(6)の２～(7)の３ 略
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（準用）

第５４条 第７条から第１６条まで、第１８条、第

２１条、第２２条、第２６条の２、第２８条か

ら第３０条まで、第３１条、第３２条、第３４

条の２及び第３５条の規定は、生きがい対応型

通所サービスの事業について準用する。この場

合において、第７条第１項中「第２４条に規定

する重要事項」とあるのは「重要事項（第４６

条に規定する重要事項をいう。第２８条におい

て同じ。）」と、「訪問介護員等」とあるのは「生

きがい対応型通所サービス従業者」と、第２２

条、第２６条の２第２項、第２８条第１項及び

第３４条の２中「訪問介護員等」とあるのは「生

きがい対応型通所サービス従業者」と読み替え

るものとする。

第５４条の２・第５４条の３ 略

(8) 準用

条例第５４条及び第５８条の規定により準用

される条例第７条から第１６条まで、条例第１８

条、条例第２１条、条例第２２条、条例第２６条

の２、条例第２８条から第３０条まで、条例第３

１条、条例第３２条、条例第３４条の２及び条例

第３５条の規定は、指定通所サービスの事業につ

いて適用されるものであるため、第３の３の(1)
から(7)まで、(9)、(11)から(13)、(20)及び(22)か
ら(26)までを参照されたい。

第６章 高齢者活動支援サービスの人員、設備

及び運営に関する基準

第５５条から第５７条 略

（準用）

第５８条 第７条から第１６条まで、第１８条、

第２１条、第２２条、第２６条の２、第２８条

から第３０条まで、第３１条、第３２条、第３

４条の２、第３５条及び第４５条から第５３条

までの規定は、高齢者活動支援サービスの事業

について準用する。この場合において、第７条

第１項中「第２４条に規定する重要事項」とあ

るのは「重要事項（第４６条に規定する重要事

項をいう。第２８条において同じ。）」と、「訪問

介護員等」とあるのは「高齢者活動支援サービ

ス従業者」と、第２２条、第２６条の２第２項、

第２８条第１項及び第３４条の２中「訪問介護

員等」とあるのは「高齢者活動支援サービス従

業者」と読み替えるものとする。

第７章・第８章 略
第５ 略


